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⾼齢者の⽇常⽣活動作を低下させる運動器疾患の中でも、サルコ
ペニアおよび関節疾患は、その分⼦病理やマーカーが未だ確⽴せ
ず、そのため効果的な薬物療法などもない。特に変形性関節症・
変形性腰椎症はその潜在的な患者数が国内で数千万⼈という試算
からも、早期診断、リスク診断、新規治療法の開発が望まれてい
る。運動器の退⾏性病変への対策は介護予防を含め、NCGGとし
ても重要な課題である。運動器疾患研究部では、病院やメディカ
ルゲノムセンターの協⼒を得て、バイオバンク試料・情報を⽤い
たヒトでの検討から、マウス遺伝学などを⽤いた疾患基盤研究を
⾏っており、今回は関節疾患の研究から新しい発症病理に関する
知⾒としてFerroptosisの関与についてと、サルコペニアバイオ
バーカー探索モデルについて取り組みを紹介する。
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